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で, 福祉の道を志し福祉の資格取得に努力する福祉系高校生 (厚生労働省社会保障審議会 2006)
に関する論議は注目に値する. 同審議会報告によると, 福祉系高校卒業後の進路 (就職・進学)
は福祉分野が 67.3％ (2006 年 3 月卒業生), 福祉分野の離職率 13.5％ (2003 年 4 月就職者の
2006 年 9 月時点における値) は, 高卒者全体の離職率 49.8％ (2003 年 4 月就職者の 2006 年 3
月時点における値) に比較して低いことが特長とされる (文部科学省 2006).
先行研究によると, 専門高校卒業生の職業生活の安定性 (本田) や, 学校から職業への接続の
重要性 (乾ら) が示されている. また, 高校時代の福祉教育が卒業後の職業や人生に及ぼす影響
(田村ら 2008) や, 福祉系高校生の社会福祉現場実習が高齢者イメージに及ぼす肯定的変化 (萩
原ら 2008) も報告されている. しかし, 前述の社会保障審議会では福祉系高校卒業生の社会経
験不足を懸念する意見も出され, これに対して, 福祉系高校を含む介護福祉士養成ルートによる







指摘している. 文部省 (昭和 62 年当時) の産業教育に関する調査研究福祉部会報告 (矢幅 2000)
によると, 福祉系高校は 2つのタイプとして構想されていた.
1 つは, 福祉の資格を取得して卒業後, 福祉分野での就職をする進路選択である. 2 つ目は,
福祉系大学等の上級教育機関への進学である. 1 つ目の福祉分野への就職に関する評価は, 前述
のように福祉系高校卒業生の福祉分野における離職率が他と比べて低い傾向にあることが報告さ










米国では, 1970 年に米連邦教育局Marland 長官が, ｢初等・中等・高等・成人教育の諸段階
で, それぞれの発達段階に応じ, キャリアを選択し, その後の生活の中で進歩するように準備す
る組織的, 総合的教育｣ を ｢キャリア教育｣ (Career Education) と定義した. Schein (1973)
は, 職業選択の概念を ｢自覚された才能と動機と価値の型｣ として①自律, ②創造性, ③技術的・
職業的能力, ④雇用保障と安定性, ⑤管理者の地位の 5 つに類型化している. 1974 年の初等中
等教育法 Section 406 (1974 年キャリア教育法) では, キャリア教育を学校と社会との関係性を
強めることやカウンセリング, ガイダンス, キャリア発達の機会をすべての生徒に提供すること,
教育過程を雇用や社会に拡大する等とした.






た ｢職業分析｣, すなわち職業の特性を理解することは必須であるが, キャリア分析という枠組
みでこれをとらえ直すと, キャリア分析とは単なる ｢仕事｣ ｢職業｣ への理解ではなく, 広く人
生や生き方と結びついた概念であると考えられる. 従って, 現実の社会における職業体験や現場
実習が不可欠であり, そこでの様々な学びを通して, より豊かな社会観・人間観・職業観が養わ
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筆者が 2007 年 2 月に実施した福祉系高校生に対するアンケート調査 (岡 2007) 及び 2010 年に







5～7 月に A・B の 2 県に在住する福祉系高校卒業生および福祉系大学生 (7 名) を対象とした
インタビュー調査を実施した. 調査方法は, ①高校時代の進路選択, ②進路選択に対する高校卒







検討した結果, インタビューから 5つの視点が得られたのでその概要を述べる. その際に調査
対象者の語り (または記述) の生の声を補足として示す.
1 . 福祉系高校卒業生は高校入学時から福祉への明確な動機を持っている
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福祉に興味を持ち始めたきっかけは, 祖父が倒れて病院で看護師の方が介護されている姿を見たからで
ある. また, 同じ時期 (中学 3年生の頃) に障害者施設のボランティア体験というポスターが学校に貼
られていた. 福祉を知る良い経験だと思い参加した. 障害者の方と一緒に何かの作業をするということ
が私にとっては楽しい出来事だった. そして高校は福祉科に決めようと思った. 入学してからは, 普通
教科の授業や宿題, 福祉教科の授業やレポート等, 結構忙しい日々だった. 高校 1年生の頃は, 福祉の
資格を取ってすぐに働こうと思っていた. なぜなら, 大学に進むとなるとお金がかかるからである. だ
から忙しくて大変でも今の時期を頑張っていこうと思っていた.
当初は高校福祉科で専門的教育を受け, 技術を身に付けた後, 介護現場に就職するつもりであった.
私は, 福祉科の存在する高校に進学することを小学校 5年生の時から決めていた. それは, 小学校の特
別授業で, 特別養護老人ホームにボランティアに行ったことがきっかけであった. そして, 高校に入学
すると介護福祉士を取得するために, 様々な授業を受けて充実した学校生活を送ることができた.
高校入学当初は介護福祉士を取得して福祉就職することを第一目標としていた.
｢一般進学｣ を考えなかった理由としては, 高校時代から福祉について学んでいるので, それを職業に
活かしたいと思ったからである. そして, 福祉就職から進路がぶれなかったのは (進路を福祉進学に変
更したのは：筆者補記), 現場について知っていくうちに, 介護福祉士の役割の限界を感じたからであ
る. 高齢者を介護することは高齢社会においては重要な役割であるといえる. しかし, 日々の介護を作
業のようにこなしていくだけではいけないと感じるようになった. 充実した日々を送っている介護福祉
士の方々も大勢いるが, ｢介護｣ をしているだけというイメージが強くなっていた. また, 介護福祉士
自体が障害を負った時, 働くことができなくなる. 男女平等, ジェンダーフリーといわれる時代だから
こそ, 夫婦両方での収入が不可欠だと思う. したがって, 何らかの障害を負った時, 働けなくなる職業
を敬遠するようになった.
高校 2 年生では実際の現場で実習する勉強が増えて, 現実を知った. 重労働な割に資格を持っていても
給料が少ないこと, 夜勤もあるので自分の健康管理が難しくなること, 自分の体力が持たないこと (腕












高校生活の 3年間だけでなく, もっと福祉の勉強をしたいと思うようになった. 福祉進学を決めた時の








また, 担任の先生の影響もある. 担任の先生は, 看護師, 養護教諭の経験をされた先生であった. その
先生からの学びの中で, ｢私は介護福祉士を持った教師になりたい｣ と思うようになった.
A大学で福祉科の教員免許が取れると聞いたのもきっかけの一つだ. それは, 恩師の教えている姿や,
生徒と関わってその生徒が笑顔になる姿を見て, 自分自身も, 非常にあこがれの存在となっていた. そ
の先生が卒業し教員免許をとった大学に行ってみたい. こうも思った.
担任の先生が 2年生から 3年生でも同じであったので, 私の進路については様々な支援をしていただい
た. オープンキャンパスの紹介や推薦についての情報提供, 小論文の添削などでサポートしていただい
た.
そんな中, 担任教師との出会いで転機が訪れた. 高校 1, 2 年時, 私は不登校になった時期があった.
持病として幼少から抱えている, 脱毛症のコンプレックスが原因で, 人との関わり合いを避けるように
なったからである. 最初に述べたように, 入学当初は人との関わり合いを好んでいたのだが, 親密な関
係になればなるほど嫌われるのが怖くなっていき, 自分から遠ざかってしまった. 当時, 私は脱毛症を
気にしていたので, 帽子を被って学校へ登校していた. 今思えばそれは, 自分を隠し, 周りと自分との
境界線を作ってしまっていたように思う. その時に出会ったのが, 高校 2年時の担任教師である. 彼は,
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を私に諭し, 帽子という境界線を越える勇気を与えてくれた. また, 高校 1 年時の担任教師は, 私が 2
年生に進級した後も, 私の身を案じ何度も相談に乗ってくれた. そんな担任教師たちの手厚い指導のか





学の私と進路について話す者は少なかった. また, 進学を目指している者もいたが, 指定校推薦の枠は
決まっているので, 推薦が決まるまでは ｢敵｣ という認識すらあった.
そしてそのA大学に進学するために小学校の頃からパンフレット等の大学の情報を集めるようになって













る部分の分析を行った. エクセルデータを SPSS テキストアナライシスによって解析した結果,
言語学的に抽出されたキーワードのベスト 3は, ｢思う：35｣ ｢自分：20｣ ｢学ぶ：19｣ であった.
このうち｢思う｣ は ｢意思｣ を, ｢自分｣ は ｢主体｣ を, ｢学ぶ｣ は学校の授業や経験からの学び
を表していると解釈される. また, カテゴリーのベスト 3は, ｢実習：34｣ ｢福祉：19｣ ｢進路：
15｣ であった. ｢実習｣ は ｢実習体験｣ や ｢実習を通して｣ などの形で使われており, ｢福祉｣ は
｢福祉を勉強｣ ｢福祉系高校｣ などの語句として用いられている. 一方 ｢進路｣ は, 実際の記述の






関して, 福祉系高校生の進路希望は比較的変化が少ない結果が示された. これは, 高校入学時か
ら既に約 8 割の生徒が明確な目的 (福祉の資格・進路・勉強) を持っている (岡 2007) ことと
関係していると推察される. また, 高校卒業時の進路選択に対する満足度は全体的に高い傾向に
あるが (岡 2010), 大学入学直後の満足度は低下する者が少なくない. この点に関する精緻な分
析は今後の課題である. また, 大学入学動機に関しても明確な動機を持つ傾向が示された. 進路
を選択する際の周囲の反応 (支援や反対) は, 極めて個別性が高く本稿のデータ数 (7 名) では
普遍化することは困難である. 従って今後, さらに調査を継続することによって, 福祉系高校生
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高校入学当初, 私は工業系の仕事に就職することを考えていた. しかし, 工業の学習を通して行く中で,
人との関わりに重要性を感じたことである. ものづくりとは, 仲間同士の協力があって初めて実現する
ものであり, 同じように私も仲間との協力で, ものづくりを行っていた. そこから得られた仲間との





にやりがいを感じ, 臨床心理士になり, 人の悩みを聴く立場から人と関わっていこうと決意した. しか
し, そのことを進路指導部の教師に相談すると, 一言で ｢やめなさい｣ と言われた. 資格を取得しても





福祉系高校生は, 8 割以上が明確な動機を持って入学してくる. そのため, 実習に対しても能
動的かつ内省的な態度で取り組む. 能動性は職業や労働環境に対する吟味も含まれると考えられ
るが, 一方, 内省性は自己の専門的知識や技術の未熟さへの反省や福祉分野における職業適性へ








く, 孤独な受験勉強を重ねることもある. そのようなときに教師や家族だけでなく, クラスメイ
トや友人からの励ましの言葉が支えになることもある. このように, 福祉系高校生や福祉系大学
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図 1 福祉系高校生及び福祉系大学生のキャリア形成 図 2 福祉系高校生が福祉進学するパターン
注 1987 年 ｢社会福祉士及び介護福祉士法｣ の介護福祉士養成ルートに福祉系高校が位置づけられ, 中等
教育における職業教育としての高等学校福祉教育が開始され, 2003 年度に文部科学省学習指導要領に教




 高校入学動機：1 福祉の資格 2 福祉の進路 3 福祉の勉強 4 周囲の勧め 5 普通科が嫌 6 何と
なく 7 その他
 進路希望推移の内容：1 福祉就職 2 福祉進学 3 一般就職 4 一般進学 5 未定など
 大学入学動機：1 福祉の資格 2 福祉の進路 3 福祉の勉強 4 周囲の勧め 5 他学部が嫌 6 何と
なく 7 その他
 満足度：5 大変満足 4 やや満足 3 どちらともいえない 2 あまり満足でない 1 全く満足でない
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表 1 インタビュー対象者一覧
事 例 Aさん Bさん Cさん Dさん Eさん Fさん Gさん
年 齢 21 19 19 19 19 18 22
性 別 男性 女性 男性 男性 男性 男性 女性





































































































219 私は将来, 福祉系就職を考えていましたが, 後からは福祉系進学に進みたいと思うようになり
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学校内で習うこと, 実習 (大人の社会) で学ぶ事は全く違う. 学校で学べないことを実習とい
う短時間で学んだものは大きかったです. ただ単に ｢この仕事がしたい｣ ｢この資格を取りたい｣
と言ってたけど, 実習後は ｢この資格を取ってこんな風に人の役に立ちたい｣ と具体的な目標
や夢をつかめました. 高校 3 年間, いろいろ学んで良かったです. でもそれでも足りないから
進学を決めました. きっと普通科から福祉大に進学しても足りないと思います.
639
福祉系高校における実習は大変, 貴重で有意義なものでした. 実習を通して, 現場, 地域社会
について学び知り得たことは, これからの人生においても大切にしていきたいと思えるもので
す. 通常授業と専門科目の両方を同時に学ぶのは大変だったけれども, 楽しくて充実したもの
でした. 私は医療・福祉系に進学しますが, それも実習を通して, 自分に足りないもの, 必要


























実習に行った事で老人だけでなく, 児童, 障害者も学びたいと思ったし, 人の役に立ちたいと
いう考えが高まりました.
1546
2 年生の最初の実習に行く前までは, 福祉施設での就職を考えていました. しかし実習に行き,
自分の技術の未熟さを実感し, 又色々な御利用者や職員さんとの出会いの中で, 介護福祉士だ
けでなく, 他の資格を取得したい, そう思い, 進路を進学に変更しました. 医療の分野の進学
なので, 福祉にも関係してくる部分もあるので将来, 今まで勉強したことを生かし, いつかま
た介護福祉士という素晴らしい就業につきたいと思いました.
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1554
実習に行く前は, ずっと就職希望でしたが, 3 年生の最後の実習で, 就職希望から進学希望に
なりました. その理由は, 私は, ピアノが大好きで, お年寄りのレクリエーションなどで, 少
しでもリラックスしてもらえるように, 又, 昔の曲などで楽しんでもらいたいという気持ちが




そして, 向いてなかったにしろ, そこで出会った他の専門職に興味もわくし, そっちに行きた
いと思うことができるので, 進路選択ととても大事な関係だと思う.
1606
私は実習を通して, リハビリに関心をもてたと思う. 進路を選択するにあたって, やっぱり私
は, 人の役に立ちたいというのがあったので, 福祉の仕事も医療の仕事も私にとって, とても
魅力的で, とてもすてきな仕事だと思う. 実習はつらいこともたくさなったけど, その分うれ












実習体験で福祉の現場の厳しさを知り, 自分の知識や技術がどれほどかを知ります. 私は, 実






入学したときから 3 年生になる前までは進学する気は全くなく就職する気でいましたが, ちゃ
んと進路を考えていったら, 今は就職をするのではなく, 進学して福祉についてもっと深く知
りたいと思い, 進学に決めました. これも, 実習を通して側面的に利用者を支援する方々を知っ
たからだと思います.
1915
3 年生最後の実習で言語に少し障害がある方と接した事がきっかけで, 進路を決めました. 2 年







私は最初, 福祉の現場につこうと思っていましたが, 3 年間施設実習を通してみて私は体力に





できたと思う. しかしその反面, 現場での厳しさや, 利用者の多様なニーズ, 状態への対応の
重要性も知った. 今後, 将来働いていくうえで, 1 つの資格のみならず, 多様な面から利用者




最初は就職だったが, 福祉について学び, 実習などをしていく内に ｢福祉｣ に関する職種がた
くさん知ることができ, 進学して他の福祉職の資格も欲しいと思うようになった. でも, 実習
をするからこそ基本ができると思うし, 進路選択について考えられると思う.
3393









るのか, 再確認できたから実習は良かったと思います. 実習は知識, 技術の習得だけでなく,
どの職場にも関係する人間関係が学べます！ 実習は, 体力的にも精神的にも大変だけれど, そ
れに勝るものが得られる良い機会です.
3845
デイサービスの存在を知ってから, 私は福祉に興味を持ちはじめ, 将来の夢になりました. 最
初は漠然と福祉＝高齢者という考えをもっていましたが, 将来や実習を通して, たくさんの福
祉を知りました. 特に実習は, その現場に自ら足をふみ入れ, その雰囲気を肌で感じることが
でき, 私の中の福祉を大きく変化させました. 人と関わることで自分の世界が広がって, もっ
と力をつけたいと思えたのでよかったです.
3853
福祉系高校に入学し, 施設での実習もあり, 想像した以上に過酷な体験も多く, 自分は福祉に
向いていないのかなと思い, 介護の専門の学校に進学するのはやめました. 先生からは ｢向い
ているので頑張って欲しい｣ と言われた事もあったけど, 立ち向かう勇気がなく別の道へと決
心しました. 福祉のど真ん中の道は諦めたけど, 本校で, 人と関わる大切さ, 楽しさ, 感動に
気付き, 何らかの形で人と関わりたいと思ったので, 福祉系進学を選択しました. 本校での 3
年間がなければ, この選択はなかったと思います.
3856
教科書だけでは分からない, 人とのつながりや, 1 人 1 人違う個別性. 実習現場では勉強だけ
では分からない色んな事を学びました. ｢楽しい｣ ｢人の役に立つ｣ だけではなく, 辛く, 厳し
い所も見れて, 将来と照らし合わせることができると思います. 技術や知識も未熟で, 職員さ
んたちから見たら, 子どもにしか映っていないと思う. でも, がむしゃらだったけど, 必死に










学しました. けれど入学して, 福祉について学び, 実習で体験をしているうちに, 福祉の深さ
を知り, 入学前のあまい考えは全て消されました. そして, 福祉を身近で感じていたからこそ,
今自分にできること, したいことを考えることができ, 学校での生活の一日一日が私の進路へ
つなげてくれたのだと思います.
4090
高校生のうちから福祉について学びとても良いと思う. 障害者や, 認知症高齢者への見方が変
わり, その実習の体験を通じて自分の進路を決めることになる. 私も初めは福祉系の就職を考
えていたが, 3 年生の実習でもっと福祉について学びたいと思うようになりました.
